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昭和41年C4月末）昭和46年(4月末）昭和51年C4月末）
2,794人 2,243人 2,032人

2,933人 2,272人 2,109人
5,727人 4,514人 4,141人

1,255世帯 1,104世帯
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肱
川
町
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三
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議
会
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農
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員
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長
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等
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定
例
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い
て

「
肱
川
町
農
林
業
対
策
要
綱
」
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
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こ
の
要
綱
は
臨
時
役
場
出
張

所
や
町
政
懇
談
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等
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の
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日
こ
ろ
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農
家
の
み
な
さ
ん
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要
望
や
意
見
を

一
っ
に

ま
と
め
町
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え
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加
え
て
対
策
要
綱
と
し
た
も
の
で
す
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今
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そ
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あ
ら
ま
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を
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
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で

す

。

十

五

才

以

上

の

方

は

、

結

核

鹿

野

川

園

地

、

丸

山

公

園

‘

|

|

帽
子
の
下
の

十
月
、
十
一
月
、
一

優
し
い
目
は
、

月

）

に

変

り

ま

す

。

検

診

を

年

一

回

必

ず

受

け

な

け

保

養

セ

ン

タ

ー

、

鹿

野
川
荘

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四
〇
才
以
鹿
野
川
駅
、
肱
栄
集
会
所
、

〇

妊

婦

健

康

相

談

上

の

方

は

、

成

人

病

、

老

人

検

肱

川

町

公

民

館

、

岩

谷

公

民

多

く

の

生

と

死

を

見

つ

め

て

ぎ

と

き

六

月

九

日

診
を

受

け

て

、

自

分

の

健

康

を

館

、

大

谷
公
民
館
、
予
子
林
た
|
ー
＇
。
橋
本
タ
ケ
ノ
さ
ん
は

十

三

時

ー

十

五

時

確

め

て

お

ぎ

ま

し

よ

う

。

公

民

館

、

正

山

公

民

館

、

小

文

学

少

女

だ

っ

た

が

、

夫

は

、

と

こ

ろ

肱

川

町

藪
出
水
商
店
、
中
津
集
会

所

子

ど
も
の
成
長
期
に
他
界
。

公

民

館

中

居

谷

集

会

所

一

方

の

井

上

シ

ゲ

ル

さ

ん

の

夫
も
お
お
ぜ
い
の
子
ど
も
を
残

0
人
権
法
律
相
談
所
開
設

... ,．

-

と

き

六

月

十

七

日

、

十

赤

十

字

運

動

に

し
て
不
治
の
病
い
に
倒
れ
る
。

こ
協
力
を

時
か
ら
十
五
時
ま
で

と

こ

ろ

肱

川

町

公

民

館

日
本
赤
十
字
社
は
世
界
の
国

々
と
共
に
、
災
害
救
助
や
福
祉

保
護
な
ど
巾
広
い
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
五
月
は
そ
の
赤

十
字
の
運
動
期
間
で
す
。
こ
の

活
動
は
、
人
間
愛
に
燃
え
る
人

達
が
社
員
と
な
っ
て
納
め
る
社

資
と
一
般
募
金
に
よ
っ
て
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の

ご
家
庭
は
で
き
る
だ
け
加
入
さ

れ
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
こ
の

運
動
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
町
民
課
）

よ
く
か
み

十

受 五
月
二
十
五
日

宮
本
、
下
石
相
談
員

六
月
五
日

長
田
、
坂
本
相
談
員

六
月
十
五
日

楠
野
、
山
中
相
談
員

六
月
二
十
五
日

佐
久
保
、

戒
野
相
談
員

と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

付

九

時

ー

十

六

時

時
か
ら
十
五
時
ま
で

岩
谷
公
民
館

は
健
康
で
幸
せ
一
ば
い
、
働

く
こ
と
に
生
ぎ
甲
斐
を
感
じ

毎
日
勤
め
に
懸
命
で
す
。

子
供
た
ち
に
は
勉
強
を
と

高
校
や
大
学
へ
と
教
育
に
も

熱
心
な
家
庭
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
高
度
成
長
の
影
響

か
、
地
形
的
に
農
業
経
営
の

問
題
に
不
安
な
の
か
、
都
会

に
勤
め
る
人
が
多
く
、
故
郷

に
帰
る
人
は
な
く
後
継
者
不

足
に
よ
る
山
村
農
家
の
淋
し

い
雰
囲
気
と
若
者
不
足
で
活

気

の
な
い
部
落
に
な
り
そ
う

な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

昔
は
交
通
の
便
も
悪
い
所

で
し
た
が
、
現
在
は
県
道
よ

り
一
級
町
道
が
中
津
を
縦
断

し
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
中

津
道
路
は
野
村
町
と
河
辺
村

と
の
幹
線
道
で
重

大
な
役
割

•••••••••••••••••••••••••••••• 

ヽ
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よ
い
か
ら
だ

‘‘釦意見箱，，か
てきました。

―-
1

-

―― 

も

を

立

派

に

育

て

て

ぎ

た

。

い

う

。

い

て

い

る

。

＿

お
ば
さ
ん
た
ち
が
育
て
て
ぎ

同
じ
境
遇
の

二

人

は

い

ま

、

要

望

「
今
は
便
所
も
で
き
た

二
人
の
お
ば
さ
ん
が
自
宅
で
た
子
ど
も
の
よ
う
に
、
こ
こ
に

肱
川
県
立
自
然
公
園
の
お
ば
さ

し
、
小
さ
い
と
こ
ろ
へ
の

配
意
苗
を
た
て
、
こ
こ
へ
移
植
し
て
も
、
そ
の

お
ば
さ
ん
の
心
が
と

ん

管

理

人

。

も

で

ぎ

て

と

て

も

良

い

。

願

ゎ

一

育

て

て

い

る

。

り

つ

い

て

い

る

感

じ

。

く
ば
町
内
の
人
が
観
光
と
い
う
ー
し
か
し
、
日
曜
日
や
祭
日
に

観
光
客
像
は
「
遠
い
と
こ
ろ
こ
と
ば
を
よ
く
理
解
し
て
、
肱
は
、
心
な
い
人
に
よ
っ
て
そ
の
語
り
か
け
る
優
し
い
二
人
の

か
ら
く
る
人
が
い
つ
も
き
れ
い
川
町
を
大
切
に
す
る
気
持
を
持
小
さ
い
花
は
踏
み
く
ち
ゃ
に
さ
顔
に
、
目
に
、
口
に
素
朴
な
感

手
拭
い
に
麦

二

人
と
も
農
業
を
は
じ
め
雑
に
、
そ
し
て
樹
木
を
大
切
に
し
つ
よ
う
心
が
け
て
低
し
い
。
」
れ
る
。
が
、
一
雨
ふ
れ
ば
元
気

情

が
表
わ
れ
て
胸
を
打
つ

。

ワ

ラ

帽

子

。

力

多

な

職

に

就

ぎ

な

が

ら

、

子

ど

て

く

れ

る

。

む

し

ろ

地

元

や

近

に

起

き

あ

が

り

、

小

さ

い

花

を

亡

ぎ

夫

の

二

倍

を

生

ぎ

ぬ

こ

咲
せ
か
て
私
た
ち
に
筏
筏
え
み
う
と
す
る
美
し
い

II

老
年
11

を

ス
リ
の
モ
ン
。
へ

．

．
 
隣
の
町
村
の
l

き
ょ
う
も
大
勢
の
人
た
ち
が

か

け

る

。

目

の

前

の

ひ

と

の

中

に

見

た

。

公
圏
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
化
繊
の
エ
プ
一

[
f

ェゞ
J
．

ん

人

が

ダ
メ
。
」

苦
情
「
も

ら

せ

に
、
麦
ワ
ル
帽
と
モ
ン
ペ
姿
の
吉
＿
―
―
`
-
＝
-
＝
＝
-
―
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-
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-
P
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ロ

ン

。

こ

れ

が

し

。

ま

っ
と
子
ど
も

‘
 

力

~
f

い

り

な

二
人
の
お
ば
さ
ん
が
黙
々

と
草

自
慢
の
二
人
の

．．．
 
冠

弓

．．
 
迂．認ぎ．
9

年

．．
 
ら”丞

．．．．
 

ポ
ー

ズ

。

の

あ

そ

び

場

で

売

わ

に

…

・

:

」

き

っ

と

こ

の

お

は

さ

ん

達

‘

雨

降

れ

は

コ

ミ

が

ポ

カ

ポ

力

品

は

が

あ

っ

た

ら

を

摘

ん

で

い

る

。

顔

に

笑

達

の

か

を

ん

「
そ
れ
よ
背
中
に
も
心
の
目
を
持
っ
て
い

麟

翌

咋

り
も
お
ば
さ
て
、
私
た
ち
の
着
物
の
奥
の

心

鹿

野
川
湖
は
県
立
自
然
公
圏
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ほ
ど
生
活

の
~
ラ
お

ん
、
こ
こ
は
を
ち
ゃ
ん
と

見
と
お
し
て
い
る
に
指
定
さ
れ
、
町

内
、
町
外
の

廃
棄
物
を
自
然
の
中
に
す
て
て

竺

燻

悶

ぃ

つ

も

便

所

か

も

知

れ

な

い

。

人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
い
る
の
で
す
。

私

こ

と

も

が

き

れ

い

で

す

が

、

一

雨

降

っ

た

あ

と

の

湖

一

人

一

人

が

「

す

て

な
い
」

と
て
も
気

持

い

ま

、
公
園
は
散
る
つ
つ

じ

面

を

見
る

と
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

ぅど

が
い
い
」
と
の
中
に
、
ポ
ッ
リ
、
ポ
ッ
リ
と
や
流
木
が
一
面
に
浮
い
て
い
ま

喜
ば

れ
る
と
小
さ
い
花
が
あ
ち
こ
ち
に
息
吹

を
し
て
お
り
ま
す
。

高
度
成
長
に
お
い
て
規
模

拡
大
の
農
業
経
営
方
針
が
打

出
さ
れ
、
地
方
に
合
っ
た
適

地
適
産
と
し
て
農
家
五
戸
が

養
蚕
の
規
模
拡
大
の
た
め
、

農
業
の
基
本
で
あ
る
耕
作
地

を
農
構
改
善
事

業

で
開
墾
し

て
、
六
町
歩
の
桑
園
も
で
ぎ

て
お
り
蚕
期
に
な
る
と
養
蚕

家
は
飼
育
に
汗
を
流
し
て

懸
命
に
努
力
し
活
気
が
あ
ふ

れ
ま
す
。

高
原
開
墾
地
な
の
で
今
は

地
力
が
低
い
が
今
後
の
伸
び

に
期
待
す
る
。
こ
の
桑
園
は

中
津
部
落
の
モ
デ
ル
事
業
な

の
で
す
。

夏
は
涼
し
く
て
農
作
業
も

快
楽
で
と
て
も
よ
い
所
で
あ

り
ま
す
。

―
―
_
-
＝
l
―
―
―
―
-
h
-
l
=
＝
-
—
-

·
-
＝
:

·
―
-
＝
＝
-
—
-

.
＝
-
―
•『
―
―
-
＝
-
―

―
•
__ ――
.
l
-
＝
＝
-
Z
=
-

·
_
-
l
=
l
＿
こ
＝

l
．
―
-
＝

＿
l
_
l
.
-―
―_．-
=
＝
＝
-
＝
＝
-—
_-
l
=
-
l
-

：
·
―
―
―
•
『
―
-
＝

＝-
＝
-
＝

-·―
―
-
＝
＿

-―-I―
―
―
-
＿
-
l
=
―
―
―

-
I
-
＿
-
-
l
-
=
＝
=
-
—
-
＝
l

__ ＿
＿
-
＿
-
―
―
_

-
_＿
-·
-
―
-
＝
=
-
―
•
-
=

-·
_＿
-
＝
=
-

•
―
―
―

r
_
-＝
＝
-
l

.
―-
―
＿
・
ニ
＿
＝
―
―
―
·
―-
―
-
·
-
l
=
＝
=
-

·
――
―
―
.―
-
＿
＝
＝
-
―

.
-
＝
-
_
＿
＿

水

田

総

合

っ

も

稲

転

の

場

合
と
異
な
り
、
昭

利

用

対

策

は

稲

和

五

十

年

度
の
各
水
田
の
基
準

昭
和
五
十

一

目

反

収

を

も

と

に

し

て

決

定

さ

れ

年

度

か

ら

五

ど

i

ま
す
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
表
②

ム
シ
歯
を
作
る
酸
は
、
パ
ン
か
る
率
が
高
く
な
る
の
で

三
、

十

三

年

度

に

助

の

よ

う

に

な

り

ま

す

。

な
お
、
今
後

の
事

務

の
進
め

か
け
て
三
か
し

年

間

実

施

す

調

方

な

ど

に

つ

い

て

は

、

稲

転

に

な

ど

の

糖

質

を

食

べ

た

あ

と

数

四

カ

月

に

一

度

定

期

検

診

を

、

準
じ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。
た
分
も
た
っ
と
で
ぎ
る
と
い
わ
れ
五
オ
く
ら
い
ま
で
続
け
れ
ば
あ

る

こ

と

に

な

以

だ
い
ま
、
計
画
書

の
受
付
中
で
ま
す
。

と
は
一
年
に

一
度
で
か
ま
い
ま

り
ま
し
た
。

す
の
で
該
当
者
は
五
月

末

ま

で

そ

の

酸

が

歯
を
と
か
し
て
し
せ
ん
。

こ
の
事

業

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

は
、
昭
和
四

十

六

年

度

か

ま

わ

な

い

う

ち

に

取

り

除

い

て

人

間

の

一

生

の

う

ち

で

ム

シ

し
ま
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
に
な
り
や
す
い
時
期
は

三
才

ら

五

十

年

度

本

事
業
へ

の
お
問
い
合
わ
せ

の

五

か

年

に

は

企

画

経

済

課

へ

。

か

け

て

実

施

：

り

刀

交

そ

れ

は

、

食

後

正

し

く

歯

み

か

ら

五

オ

の

乳

歯

が

活

躍

す

る

し
た
稲
作

転

し

当

金

0
0
0
0
0
0

転

額

が

ぎ

を

す

る

こ

と

で

す

。

と

き

と

、

十

ニ

オ

ー

十

五

オ

の

町
で
は
、
一
オ
半
か
ら
ニ

オ

永

久

歯

が
完
全
に
そ
ろ
っ
た
と

換
対
策
に
代
収
と
ル
助
~
~
~
稲
同

一
補

3
3
2
8
2
3
度
と

ア
励

年
額
児
を
対
象
に
「
ム
シ
歯
予
防
教
き
で
す
。

反
）

50
付

準

均

室

」

を

開

設

し

、

歯

の

検

診

、

お

母

さ

ん

方

は

、

時

に

は

歯

基

平

10
奨
ー

度

町

物

物

物

物

碑

い

分

作

作

扉

い

薬

品

塗

布

、

歯

の

衛

生

教

育

を

医

者

さ

ん

に

な

っ

て

お

子

さ

ん

和

42

励

用

食

対
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時
の
口
の
中
を
良
く
見
て
あ
げ
ま

奨

食

非

置

点
で
す
で
に
ム
ン
歯
が
で
き
て
し
ょ
う
。

ム
ン
歯
の
早
期
発
見

昭

3

措

般

認

認

過

い

る

状

態

で

す

。

治

療

は

、

お

母

さ

ま

の

責

任

で

⑫

区

ニ
オ
に
な
る
と
ム
シ
歯
に
か
す
。

表

一

特
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幼
児
で
は
上
手
に

歯
み
が
ぎ

が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

一
日

一
回
必

ず
お
母
さ
ん
が
き
れ
い
に
歯
の

道
路
愛
護
デ
ー

[
ー
：

ご

苦

労

さ

ま

で

し

た

い

掃

除

を

し

て

あ

け

て

下

さ

い

。朝
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